武職野大学仏教文化研究所客員研究員　小野澤眞君の訃を聞きて　狂詩曲(ラプソディ)･イン･鼠(グレイ) : 彼と私のブルース by 古賀 克彦

























































一九九九年九月十一日～十月十七日） 。常に私に付き従う小野澤君を見て、中３の部員が一言、 「脇侍」と。暫く部内で彼はそう呼ばれていた（私は「日輪寺徒弟」と呼んでいたけれど） 。


































































共同執筆の名目で行ってきた。その連載は当初、岩田書院から纏めて出版する計画で、その意向を汲んで岩田博社長も種々文献を紹介する等協力して貰っていたのだが、二転三転・紆余曲折して高志書院から彼の単独編著として『時衆文献目録』が刊行された（二〇一五年四月） 。私も計画段階では参加予定で、二〇一三年六月十五日の土曜日、彼と神田神保町の高志書院を訪ねた。 『時衆文献目録』の「編纂後記」に（数字は改めた） 、


































































































































歴史家です。専門は日本中世仏教史ですが、広く科学全般に関心 もっています。著書 『中世時衆史の研究』八木書店（二〇一二年六月）と『時宗当麻派七〇〇年の光芒―中世武家から近世・近代庶民の信仰へ―』日本史史料研究会企画部（二〇一五年三月） 、 『時衆文献目録』高志書院（二〇一六年四月）です。現在４冊目『埋もれた一向宗― 向義空とその教団―（仮題） 』同成社（二〇一九年十一月）を執筆中。
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─「彼と私のブルース」
人との出逢いは財産ですね。
彼の二十五年の歴史を語る事は、私の四半世紀を叙述する事でもあった。
二〇一九年一月四日彼の命日に脱稿
（国府台女子学院高等部教諭、近世仏教史）
